
 

 

 

環境報告書 ２０１8 
 

 

 

九州大学大学院芸術工学研究院 
 

 

 

 

 



 

 

 

目 次 
 

 

○トップメッセージ・・・・・・・・・・・・１ 

 

○部局概要・・・・・・・・・・・・・・・・３ 

 

○環境マネジメント体制・・・・・・・・・・４ 

 

○環境活動と目標・・・・・・・・・・・・・５ 

 

○環境関連の授業科目数・・・・・・・・・・６ 

 

○環境に関する研究組織・・・・・・・・・・７ 

 

○「環境月間」行事等・・・・・・・・・・・８ 

 

○資源、エネルギー、廃棄物関係のデータ・・９ 

 

○資源、エネルギー関係のグラフ・・・・・１０        



1 
 

トップメッセージ 

 
 

地球上のどんな⽣物もそれぞれ「ニッチ」と呼ばれる特定の⾃然環境条件のセットに適応
して⽣きています。ヒトは「⽂化」という独特の適応⼿段を持ったために、そのようなニッ
チを持たない唯⼀の動物で、圧倒的に適応⼒が強く、様々な⾃然環境条件のもと⽣存・適応
することができます。個体数の増加は種の適応度を表しますが、農業が始まって以来の⼈⼝
増加は急速で、1 万年ほどという⼈類史の何⼗分の⼀という短い期間に約 1,000,000 ⼈だっ
た⼈⼝が 70 億⼈と７，０００倍に増加し、さらに 1 年に 1 億⼈ほどの増加を続けていま
す。 

このような⼈⼝とエネルギー利⽤の加速度的増加につれて、環境汚染は進み資源が枯渇
に向かう中、現在の喫緊の⼈類課題は環境の持続性にあるといえます。ここでいう環境とは、
⼈間が⽣活するための環境というだけでなく、すべての⽣物の⽣存の基盤となる地球環境
も含まれています。ヒトは⽂化を適応の⼿段としているといっても、どこまで科学技術が進
歩しようと、地球環境の枠を出て、適応することはできません。つまり、⼈間が⾃らの適応
のために、⾃然環境から物質を取り出し、廃棄物を排出し続けていくと、⼈間の⽣存のベー
スとなる地球環境が損なわれ、⼈間の適応も危うくなる、ということになります。このため、
2015 年に国連が発表した「アジェンダ 2030」は、これまでの開発⽬標を継承して、貧困の
撲滅と社会的な公正・平等の達成を掲げるとともに、環境を加えて、持続可能な開発の三側
⾯とし、この三領域を調和させることを⽬的としています。そして、このアジェンダ 2030



2 
 

は、これらの経済、社会、環境の持続的発展のために SDGs として広く知られる 17 項⽬の
持続可能な開発⽬標（Sustainable Development Goals, SDGs）と 169 のより具体的なター
ゲットを含んでいます。これまでの国連の開発⽬標は主に発展途上国の貧困解決に向けら
れてものだったのに対して、SDGs が最も際⽴っているのは、SDGs は明⽰的にいわゆる先
進国もその活動の対象としている点です。つまり、先進国が「かわいそうな」途上国を「援
助」するのではなく、地球の持続性を⾃らのこととして捉え、その実現に向けて⾃らのため
に活動するという姿勢が、これまでと⼤きく異なっています。 

現在世界中で、政府機関だけでなく、多数の⼤学、企業、⾮政府組織がこの SDGs に連携
して取り組んでおり、九州⼤学も例外ではありません。芸術⼯学研究院でも「SDGs デザイ
ンユニット」と⽴ち上げ、持続可能な環境の実現にデザインからのアプローチを試みていま
す。 

本報告書は、⼤橋キャンパスで取り組んでいる環境活動をまとめたものです。これからも
教職員、学⽣ともに持続性のある環境のため取り組んで⾏きたいと思います。 
 

平成 30 年 6 ⽉ 
芸術⼯学研究院⻑ ⾕ 正和 
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部局概要 

 

 

 

部局名  九州大学大学院芸術工学研究院 

 

 

所在地  〒８１５－８５４０ 福岡市南区塩原四丁目９番１号 

ＴＥＬ ０９２－５５３－４４００（番号案内） 

       ＵＲＬ http://www.design.kyushu-u.ac.jp 

 

組織 

 

 
      

 
 
構成員  教職員・学生：１，４６７名（平成３０年３月現在） 

         ［内訳］教職員    ２０４名（教員：９４名  職員：９５名  研究員：１５名 ） 

               大学院生  ３９１名（修士課程：２８２名 博士課程：１０９名 ） 

                学部学生 ８７２名（１～３年次：６２４名 ４年次以上：２４８名 ） 

 

環境報告対象の組織 大橋地区（ 芸術工学系 ） 

 

報告期間  「環境報告書 ２０１８」に記載している内容は、主に２０１７年度（平成２９年４月１

日から平成３０年３月３１日まで）の取り組み、実績値を中心にまとめており、一部に、平

成２９年３月３１日以前及び平成３０年４月１日以降５月までの取り組みや活動データが

含まれています。 
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芸術工学研究院 

環境マネジメント体制 

 

  環境保全管理委員会と連携し、大橋キャンパスにおける環境マネジメントシステムを推進するため、

広報・施設等専門委員会の下に「環境マネジメントワーキンググループ」を設け、環境に係る事項を

集中的に取り扱うこととしました。 

 環境マネジメントワーキンググループは、環境保全管理委員会委員をグループ長とし、広報・施設

等専門委員会委員２名、関係部署の担当職員数名で構成しています。 

 

総長・役員会 

 

 

 全学環境部会 

    

          

 

 

 

 

部局長 芸術工学研究院長 

 

 

 

 

 

 

環境マネジメント体制における役割 

１．代議員会 

運営に関する重要事項を審議する。 

２．安全・衛生委員会 

施設内外の安全・衛生に関する事項を総合的に調査・審議する。 

３．広報・施設等専門委員会 

環境の保全に関する事項を所掌する。内部環境監査チームを設置し内部環境点検を行う。 

４．環境マネジメントワーキンググループ 

  廃棄物の分別（ごみの分別に関する内部環境点検含む）、再資源化、削減等に関する事項、

資源・エネルギー削減等に関する事項、劇・毒物・廃液等の化学物質の管理等に関する事項及

びその他の環境マネジメントに関する事項を所掌し、環境配慮の取組を進めるための内部体制

や手続き等の環境マネジメントについて検討する。 

 

環境保全管理委員会 環境幹事会 

環境広報部会 

環境教育部会 

資源エネルギー部会 

環境安全部会 

環境部会連絡会議  

 

環境関連委員会 

代議員会 

安全・衛生委員会 

広報・施設等専門委員会 

報 告 

環境マネジメントワーキンググループ 
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環境活動と目標 

 

 

  平成２９年度の具体的な取り組みと平成３０年度の目標を以下に示します。 

 

 

 

事 項 
 

具体的な取組 
 

平成３０年度目標 

 

組織・体制 
 

環境報告書を作成した。 

 

 

環境報告書を作成する。  

 

 

 

 

 

温暖化対策 

 

室温設定を、夏季２８度、冬季１９度を目途と

し、節電に努めるとともに、クールビズ、

ウォームビズの励行を実施した。 

 

職場安全環境に配慮しつつ、各部屋の蛍光

灯間引きを行った。 

 

節電対策として、通年で前年比0．23％削減

した。 

講義室の照明器具をLED化した。 

 

引き続き、室温設定を、夏季２８度、冬季１

９度を目途に呼びかける。 

 

 

職場安全環境に配慮しつつ、各部屋の蛍光灯

の間引き検討を行い、更なる節電に務める。 

 

省エネ対策として、前年比で、電気、ガス共

に３％削減を目標とする。 

引き続き、照明器具のLED化を検討する。 

 

 

 

資源・循環 

 

 

ごみの分別・減量を推進した。 
 
キャンパス内の放置自転車の整理を行った。 

 

 

ごみの分別・減量をさらに推進する。 
 

放置自転車の整理を継続する。 

 

グリーン購入 
 

環境配慮型製品を優先的に購入する「グリ

ーン購入」を進めた。 

 

九州大学グリーン調達方針に基づく調達を行

う。 

 
 

 

化学物質管理 

 

薬品の在庫状況を調査し、不要な薬品類の処分

を行うとともにシステム運用導入を検討し、登

録可能な体制となった。 

 

化学物質管理システムによる薬品管理体制を実施

する。 
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環境関連の授業科目数 

 

 芸術工学研究院において、平成２９年度に開講された環境関連の授業科目数（キーワードは、エネル

ギー、資源、地球汚染等の地球環境に限定）は下記のとおりです。 

 

芸術工学部 ７科目 

 

科目名 キーワード 

環境社会経済システム論 循環型社会 市民参加 自然との共生 持続可能性 経済・消費者行動 

企業行動・政策 

環境人類学 文化 適応 文化生態学 生態人類学 政治生態学 伝統的社会  

環境問題 

環境調整システム論 熱環境 空気環境 光環境 音環境 

ランドスケーププロジェクト ランドスケープの保全・活用・創造 都市緑地 文化施設 地域再生 

自然－都市環境系 

環境保全論 環境保全 植生 里地・里山 湿地 ボランティア 生態系 農山村 

保全活動 土壌・防災 

 

緑地環境設計論 

ランドスケープ 景観計画 Behavioral Approach 緑地 オープンス

ペース オープンスペース・ネットワーク アメニティ 都市化 自然

環境 自然公園 計画単位 環境影響評価 景観法 環境基本法 都

市公園 都市緑地 保存樹 水辺環境 親水性 庭園 景観構成要素

 場 観光とリゾート 人間行動 住民参加 緑地環境調査 

都市環境設計論 都市計画 まちづくり 景観管理計画 歴史的環境保全 コミュニテ

ィデザイン ツーリジム 文化遺産 

 

芸術工学府 ６科目 

 

科目名 キーワード 

環境・遺産デザインプロジェクトI 地域 調査 分析 資料論 緑地保全学 人類学 建築学 都市・建

築史学 農業 林業 環境 地域遺産 生活システム 生活文化 

地域熱環境工学 Urban climate,heat island phenomena,wind engineering,energy b

alance of earth surfaces 

自然・森林遺産論 自然 森林 里山 保全 農山村 環境保全・景観保全・森林保全 

生物多様性 市民参加 環境教育 地域計画 環境調査・環境管理 

                

ランドスケープマネジメント 

ランドスケープ・アーキテクチャ 緑地 オープンスぺース 環境共生

 景観計画・設計 保全・整備 人間行動 サステーナビリティ  

文化的景観 ランドスケープエレメント 

持続社会マネジメント 環境共生 地域形成 ＮＰＯ 協働 パートナーシップ      

エンパワーメント 

国際協力マネジメント 開発援助 BOP A.セン 文化 開発理念 ＮＧＯ 農村開発 貧困  

途上国 
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環境に関する研究組織 
 

   芸術工学研究院では、環境デザイン部門において、環境に関する研究を行っています。他の芸術系学

部や理科系学部にはない総合的な分野が多く含まれています。 

 

 

 

■環境デザイン部門の概要 

望ましい生活環境の形成・持続のために、人間と環境の織りなす諸関係の歴史・哲学・人類学的考察

ならびに自然環境の保全・組成に関する研究、生活環境の防災・調整・経済システム、環境諸要素の設

計・生産システムの研究を行うとともに、地域・都市・建築及び自然・歴史環境の計画・設計に関する

実践的研究を行います。 

 

■研究内容 
 

研究名 研究内容紹介 

環境論 人間と環境の織りなす諸関係の歴史的・哲学的・人類学的考察、自然環境の組

成的・保全的考察に基づき、望ましい環境の形成に関する高度な教育研究を行

う。 

環境計画設計 望ましい生活環境の形成に必要とされる地域環境、都市環境、建築環境、自然

環境、歴史環境の計画・設計について、実践的見地から高度な教育研究を行う。 

環境システム 望ましい生活環境の持続に必要とされる防災・調節システム、環境諸要素の設

計・生産システム、適正な経済システムについて、高度な教育研究を行う。 

 

 

■主な研究施設 
 

施設名 施設紹介 

環境実験棟 造物の安全性に関する諸実験並びに住環境の快適性に関する諸実験を通じて、環境

設計条件についてのより深い理解を求めようとする教育研究上の施設である。環境実

験棟は総床面積４３２m2の２階建で、１階に多目的構造物加力実験装置、２階に小型

風洞が設置されている他、関連する諸装置が設備されている。 
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「環境月間」行事等 
 

１．放置自転車等の撤去 

  駐輪場以外の場所に放置されていた自転車等に、一定の期間内に移動をする旨のタグを貼り付け、期

間を超えても駐輪場に移動されなかったものについては撤去処分を行いました。 

 

 

  

２．節電対策の実施 

  夏季の冷房期間及び冬季の暖房期間には、電力使用量を抑制のために室内温度の設定を徹底し、節電

を励行し、省エネ対策に努めました。 

また、３号館講義室の照明器具をLEDに更新し、省エネ化を推進しました。 

 

３．夏季のクールビズ、冬季のウォームビズの励行 

  地球温暖化防止及び省エネルギーに資するため、５月１日から１０月３１日まで、可能な限りクール

ビズの励行を行いました。なお、来客者等には、掲示により理解を得るように努めました。 

また、冬の地球温暖化防止対策について暖房を可能な限り使用せず、衣服で調節するよう励行しました。 
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